
令和５年度第２回筑後川水系渇水調整連絡会

日時：令和５年１２月１９日（火）１４：００～１４：３０

場所：福岡第二合同庁舎 ２階 共用第２・第３会議室
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１ 開 会

２ 会長挨拶
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（１）筑後川の水状況について

（２）第１次渇水調整（案）について

（３）その他

４ 閉 会
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筑後川の水状況について

筑後川水系渇水調整連絡会
事務局

令和５年1２月

資料２

本資料の数値は、速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります
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筑後川(瀬ノ下上流域)平均月別雨量図
昭和53‐54年
平成6‐7年
平成14‐15年
平成22‐23年
平成30‐令和1年
令和4‐5年
令和5‐6年
平年値

(mm)

月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
平年値 181.5 412.5 445.1 232.6 201.3 98.0 86.6 65.4 66.2 87.9 134.7 152.9 181.5 412.5 445.1 232.6 201.3 

平均値 159.4 344.5 450.3 331.8 233.6 124.9 72.0 64.9 67.8 82.9 123.9 151.2 159.4 344.5 450.3 331.8 233.6 

昭和53-54年 68.2 323.2 102.0 152.3 150.1 84.0 55.6 57.4 81.0 119.2 179.1 153.5 90.3 764.3 240.6 200.2 208.5 

(平年比) 37.6% 78.4% 22.9% 65.5% 74.6% 85.7% 64.2% 87.7% 122.4% 135.6% 132.9% 100.4% 49.8% 185.3% 54.1% 86.1% 103.6%

平成6-7年 72.8 220.3 58.3 82.1 86.2 26.3 34.3 85.5 50.9 27.8 84.3 273.3 228.0 227.3 594.1 155.0 241.1 

(平年比) 40.1% 53.4% 13.1% 35.3% 42.8% 26.8% 39.6% 130.6% 76.9% 31.6% 62.6% 178.8% 125.6% 55.1% 133.5% 66.6% 119.8%

平成14-15年 319.0 182.8 254.4 128.0 89.6 81.9 69.5 104.8 62.1 80.6 136.7 236.4 180.0 324.5 570.5 411.1 69.6 

(平年比) 175.8% 44.3% 57.2% 55.0% 44.5% 83.5% 80.2% 160.1% 93.9% 91.7% 101.5% 154.6% 99.2% 78.7% 128.2% 176.7% 34.6%

平成22-23年 242.0 347.4 509.3 125.8 158.8 80.6 33.2 114.9 34.5 64.3 67.7 76.0 324.2 695.3 302.4 309.9 186.8 

(平年比) 133.4% 84.2% 114.4% 54.1% 78.9% 82.2% 38.3% 175.6% 52.2% 73.1% 50.2% 49.7% 178.7% 168.6% 67.9% 133.2% 92.8%
平成30-令和1年 197.1 368.4 528.1 65.2 327.3 65.6 46.1 74.7 47.6 114.2 129.2 104.7 51.5 182.8 469.5 523.7 129.1 

(平年比) 108.6% 89.3% 118.6% 28.0% 162.6% 66.9% 53.2% 114.1% 72.0% 129.9% 95.9% 68.5% 28.4% 44.3% 105.5% 225.1% 64.1%

令和4-5年 95.7 284.1 330.2 292.7 333.0 55.3 33.5 34.0 78.4 77.0 123.7 187.1 310.3 436.4 735.3 182.3 53.3 

(平年比) 52.7% 68.9% 74.2% 125.8% 165.4% 56.4% 38.7% 52.0% 118.5% 87.6% 91.8% 122.4% 171.0% 105.8% 165.2% 78.4% 26.5%

令和5-6年 310.3 436.4 735.3 182.3 53.3 30.6 43.8 33.8 

(平年比) 171.0% 105.8% 165.2% 78.4% 26.5% 31.2% 50.6% 51.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

令和５年の筑後川流域の降水量

○ 筑後川の流域平均雨量は、9月は53.3㎜と平年の約27%、
10月は30.6㎜と平年の約31%、11月は43.8㎜と平年の約51%。

○ 9月から11月の3ヶ月間の合計雨量は、昭和50年以降の49年間で最少。

※平年値は、1991～2020年(30年間)の平均値、平均値は2013～2022（直近10年）の平均値。令和５年12月18日０時時点

127.7㎜
（3ヶ月間の合計）
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筑後川の水利用の状況①

○ 筑後川の水は農業用水のほか、工業用水、水道用水、発電用水に広域的かつ多目的
に利用されている。
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筑後川の水利用の状況②

○ 筑後川水系の主要６ダムの利水容量（農業用水・都市用水・不特定用水）は、
67,930千m3 。このうち、約7割（49,300千m3 ）を江川ダム・寺内ダム・小石原
川ダムが占め、広域的な水瓶の役割を担っている。

約７割
江川ダム
寺内ダム

小石原川ダム

筑後川流域の主要６ダムの合計
（67,930千m3）

３ダムの合計（49,300千m3 ）

※渇水対策容量を除く

筑後大堰

大山ダム

福岡市、朝倉市
福岡地区水道企業団
福岡県南広域水道企業団
佐賀東部水道企業団
鳥栖市
うきは市
両筑平野用水

合所ダム
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貯水量 千㎥

H6～H7（江寺）

H14～H15（江寺）

H22～H23（江寺）

H30～R1（江寺）

R4～R5（江寺小）

R5（江寺小）

平年値（1991～2020）

利水容量

平年の貯水量（江寺のみ）

H6～H7の貯水量

利水容量33,000m3

（江川・寺内ダム）

利水容量49,300m3

（江川・寺内・小石原川ダム）
※渇水対策容量除く

R5の貯水量

H30～R元の貯水量

H22～H23の貯水量

H14～H15の貯水量

R4～R5の貯水量

当年度 次年度

３ダム（江川・寺内・小石原川）ダム貯水量経年変化図

筑後川の水源の状況①

○ 筑後川の流量が減少傾向。水利用が可能となるようダムから断続的に補給。
○ 同時期の朝倉3ダムの貯水率は、過去最低。（小石原川ダム運用開始後：R3以降）
○ 今後、まとまった雨が降らなければダムの貯水量はさらに減少することが想定。

★
H6年：給水制限開始
（8/4～）

●
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令和5年12月18日（0時）現在
貯水率 45.3 %
貯水量 22,322 千㎥

利水容量 49,300 千㎥
※渇水対策容量18,700千㎥を除く
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6ダム
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６ダム（江川・寺内・小石原川・大堰・合所・大山）貯水量経年変化図

筑後川の水源の状況②

○ 筑後川の主要６ダム合計貯水量は、9月以降の少雨により流域全体的に減少しつづけ
ており、12月6日に５0%を下回り、12月18日時点には、49%まで減少している。

利水容量67,930千m３

※渇水対策容量除く

利水容量の50%
（33,965 千m３）
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令和5年12月18日（0時）現在
貯水率 48.6 %
貯水量 33,041 千㎥

利水容 67,930 千㎥
渇水対策容量18,700千㎥を除く



筑後川の水源の状況③

満水時：67,930千m3

約54%

約49%

○ ダムの完成や渇水調整などにより、平成６年渇水以降は断水など市民生活・社会経
済活動への影響は回避。

○ 現在の筑後川主要６ダム合計貯水量は、直近３ヶ月の少雨により満水時に対し50%
を下回り、その水量はダム２個分※１まで減少。

○ 流域の水源状況からも、警戒感が高まってきている。 ※１：ダム２個分とは、江川ダム（24,000千m3）と
寺内ダム（9,000千m3）の利水容量の合計を指す

第2回渇水調整連絡会幹事会
11/17時点：36,378千m3

第2回渇水調整連絡会
12/18時点：33,041千m3

江川ダム

寺内ダム

小石原川ダム

大山ダム

合所ダム

24,000千m3

9,000千m3

930千m3筑後大堰
6,700千m3

11,000千m3

16,300千m3
（渇水対策容量除く）
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令和５年１２月１９日 

 

        令和５年度 筑後川水系渇水調整連絡会 第１次渇水調整（案） 

 

Ⅰ 渇水調整の背景 

 

 筑後川流域では、本年８月から少雨傾向が続き、特に９月から１１月の３ヶ月間の

降水量は、江川ダムが管理開始された昭和 50 年（1975 年）以降で最少を記録し、ダ

ムからの補給が連続している状況となり、ダムの貯水率も減少の一途をたどっている。 

 渇水調整連絡会の関係機関は、筑後川に係る水の利用者に対して、「水をより大切

に使用することを促す」啓発活動を実施しているところだが、今後もダムからの補給

が続いた場合には、各利水者の水源確保が懸念される。 

 このような状況を受けて、12 月 14 日に福岡県から、12 月 15 日に佐賀県から筑後川

水系渇水調整連絡会の開催要請があり、以下のとおり今後の総合的な水運用のための

渇水調整を行うものである。 

 

 

 

Ⅱ 渇水調整事項（案） 

 

 

１．福岡県及び佐賀県は、水道事業者等に対し自主節水及び更なる域内水源の活用に

ついて促す。 

   

２．福岡地区水道企業団、福岡県南広域水道企業団及び佐賀東部水道企業団は、江川

ダム、寺内ダム、筑後大堰、合所ダム、大山ダム、小石原川ダムの貯留水を統合

し、使用する。 

 

３．関係機関は、筑後川に係る水の利用者に対して、節水についての啓発活動を行う。 

 

 



第１次渇水調整（案）について

○既存施設をより効果的に運用することで、水源の延命を図り、市民生活・社会経済
活動への影響の回避又は緩和につなげる。

○このため、回復力が高い施設を先行使用するなど、通常時とは異なる運用を行う。

福岡地区水道企業団、福岡県南広域水道企業団及び佐賀東部水道企業団は、
江川ダム、寺内ダム、筑後大堰、合所ダム、大山ダム、小石原川ダムの貯留水を
統合し使用する。

補給順序①（小石原川ダム）
⑤（江川・寺内ダム）

回復力が高い施設・・・「集水面積が広く、貯留できる機会が高い施設」

補給順序③

補給順序③

補給順序②

■通常時 ■渇水調整（案）

優先使用

・６施設の中で、集水面積が広く、
貯留できる機会が最も高い筑後大
堰の貯留水を優先的に使用
・その他の施設は、施設の貯留状
況、河川の状況を考慮して効果的
に運用

筑後大堰
集水面積：2,315km2

朝倉３ダム
（江川・寺内ダム、小石原川ダム）
集水面積：81.0km2

合所ダム
集水面積：42km2

大山ダム
集水面積：34km2

・利水者毎に使用するダムが
決まっている。

筑後大堰
集水面積：2,315km2

朝倉３ダム
（江川・寺内ダム、小石原川ダム）
集水面積：81.0km2

合所ダム
集水面積：42km2

大山ダム
集水面積：34km2

第１次渇水調整（案）

福岡地区水道企業団 福岡県南広域水道企業団

佐賀東部水道企業団
福岡地区水道企業団 福岡県南広域水道企業団

佐賀東部水道企業団

下流流下量確保 下流流下量確保

説明参考資料




